






 

1.研究概要 

元来,胎児は分娩時に産道から直接又は,上行性感染といった危険にたえずさら

されているにもかかわらず,重篤な感染症はむしろ極めて稀で,何等かの機序に

より感染より防禦されていることが考えられる。また近年,胎児成熟度の判定や,

先天異常の出生前診断法として胎児情報を得るための羊水穿刺が急速に普及し

つつあり,これによる細菌汚染の危険性が増加している。しかしながら,現実に

は汚染例を見ることは極めて稀れである。これらのことから羊水には他の体液

と同様にかなりの抗菌性を有していることが推定されている。また一方では,

前早期破水による羊水感染が新生児感染症の重要な原因をなすこともよく知ら

れていることである。以上の相反する事実により羊氷の抗菌性の有無とその程

度を明らかにすることは極めて興味深いものがあり,我々はこの抗菌性を検索

するため,病原菌接種と定量回収による実験を行ったのでその結果を報告する。 


